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ＡＬＢ（Airborne Laser Bathymetry）（航空レーザ測深）などで得た 3 次元点群データと堤

防法線の座標データ（属性情報）を組み合わせて構築した河道モデルをＣＩＭに取り入れ，河川

管理の全段階に活用する取り組みを進めている．現行の「ＣＩＭ 導入ガイドライン（案）第 3 編 
河川編（H29.3）（国土交通省 ＣＩＭ 導入推進委員会）」に記載されている，調査，設計段階の

堤防・構造物モデルにこの河道モデルを加えることにより，汎用性のある河川管理全般の広範囲

に活用できるガイドラインを作成した．これを福井河川国道事務所版ＣＩＭ 導入ガイドライン

（案）として示すものである． 
 
キーワード  河道モデル ＣＩＭ 導入ガイドライン（案） 河川管理（マネージメント） 

１． はじめに 

 
福井河川国道事務所では，ＡＬＢ（Airborne Laser 

Bathymetry）（航空レーザ測深，「以下，ＡＬＢとい

う．」）などで得た 3 次元点群データと堤防法線の座

標データ（属性情報）を組み合わせて構築した河道

モデルをＣＩＭに取り入れた． 

これを福井河川国道事務所では，福井河川国道事

務所版ＣＩＭモデル，(以下，福井ＣＩＭモデルとい

う．）として位置づけ，河川管理の全段階に活用する

取り組みを進めている． 

ＣＩＭモデル作成のガイドラインとして，ＣＩＭ 

導入ガイドライン（案）第 3 編 河川編（H29.3）（ 国

土交通省ＣＩＭ導入推進委員会）（以下，ＣＩＭ導入

ガイドラインという．）が出されているが，記載され

ている調査，設計段階の堤防・構造物モデルにこの

河道モデルを加えることにより，計画段階の検討が

できる．これを福井河川国道事務所版ＣＩＭガイド

ライン（案），（以下，福井ＣＩＭガイドラインとい

う．）として，より河川管理全般に活用できるガイド

ラインを作成した． 

ＣＩＭ導入ガイドラインの設計，施工段階中心の

活用から調査，計画，維持管理段階へも活用範囲が

広がるＣＩＭモデルとなることを期待して，福井Ｃ

ＩＭガイドラインを示すものである． 

 
２．福井河川国道事務所版ＣＩＭモデルの概要 

 
(1) 概要 

九頭竜川 18.0～29.0k（約 11km）の河川区域にお

いて， ＡＬＢなどで得た 3 次元点群データ（地形モ

デル）と，堤防法線の座標データ（属性情報）を組

み合わせて構築した河道モデルを福井ＣＩＭモデル

としている． 
 地形モデルとは，ＡＬＢ(図-1)による 3 次元点群デ

ータからノイズ除去を行って作成したオリジナルデータ，

さらに建物・建造物，樹木・植生の高さも除去するフィル

タリングを行ったグランドデータにより現況地形を３次元

データで表現するもので河川区域内の現況地形（堤防，

低水路，高水敷，堤防法線）も対象に作成したＣＩＭモ

デルである(図-2)． 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        図-1 ＡＬＢによる測深イメージ 
 

使用データの概要は以下のとおり． 

○使用データ：ＡＬＢによる点群データ 
□航空機：ヘリコプター   

□グリーンレーザ：ライカ社 ChiropteraⅡ（80g） 
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■：現況地形 ■：堤防 ■：低水路内掘削範囲 

 図-2 地形モデル 
 

□計測密度：陸域 45 点/m2，水域 3 点/m2（再  

掲） 
□精度：標準偏差は，陸域：0.2m 未満，水域：0.1m
未満 

○メッシュサイズ＜詳細度＞  
□ 0.5m＜詳細度 300 に概ね対応  

○単位系    
□ m 単位 

○使用ソフト  
□AutoCAD Civil 3D 2018（AUTODESK）【モデ

ル作成（施工図変換）】 
□ReCap（AUTODESK）【モデル作成（レーダー

シュキャン及びＡＬＢ航空写真からの変換】□

AutoCAD （AUTODESK）【モデル作成（3D）作       
 成】 

□Autodesk Navisworks 2018（AUTODESK）

【モデル表示（モデル統合）】 
 
 属性情報とは，地形モデルに堤防法線の座標デー

タを付与するものである．堤防法線は，距離標毎に

設定されている堤防形状の基本となる計画堤防断面

と関連づけ，堤防設計や許可工作物の協議等に使用

される重要な情報である．以下に，属性情報である

堤防法線データの作成および河道モデルの設定方法

を説明する．なお，堤防法線は現況堤防の川表側法

肩を堤防法線とする． 

 

(2)点群データ分散値を用いた堤防法線データの作

成と河道モデルの設定 

 既に完成している堤防法線に関しては，現況堤防

の法肩を堤防法線とし，河川管理基図との整合を図

ることとした．この方法を以下に説明する。 

堤防法肩は堤防天端から法面に変化する場所であ

り，レーザ計測における点群データのバラツキによ

り判断する．図-3 のように，天端のような平坦な場

所では点群のバラツキが小さく，法面のように勾配

が変化する箇所では点群のバラツキが大きい．この

バラツキを定量的に把握するため，今回はあるメッ

シュサイズの中にある点群データの分散値を利用し

た堤防肩の抽出を試みた．図-4 の「白」または「水

色」部から「ピンク」に変化する境界を堤防肩とし

て抽出する(図-4(a))．抽出したラインから曲率を持

たせた円弧と直線で平面線形を設定する(図-4(b))．

平面線形には高さ情報がないため，距離標にある計

画堤防高により縦断線形を設定する(図-5)． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
      図-5 縦断線形の設定 

 
完成していない箇所の堤防法線については，前述

と同様に，河川管理基図の平面線形に高さ情報を付

与し３Ｄ堤防法線とする． 
以上の作業を対象区間の左右岸で行うことで．属

性情報を持つ堤防法線データができる(図-6)． 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-6  属性情報を持つ堤防法線データ 

 

(a)分散解析による法線抽

バラツキが小さい 

＝堤防天端 

バラツキが大きい 

＝法面・擁壁 

図-3 分散解析のイメージ 
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図-4 平面線形の設定 

(b)曲線を設定し平面線形を設定 

凡例

小 ← [分散] → 大 
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作成した３Ｄ堤防法線と，３ＤＣＡＤにより点群

データを付与することで，これらから河川区域全体の

水域を含む現況地形（堤防，低水路，高水敷，堤防

法線）の３次元点群データの座標を位置づけ，加え

て，河川計画緒元（左右岸計画堤防緒元，堤防計画

高，ＨＷＬ等）を含めたモデルを作ることで，河道

モデルが完成する．(図-7) 
 
 
 
 
 

 
 
 

図-7 河道モデル 
 

（3）福井河川国道事務所版ＣＩＭモデルの概念 

河道モデル（ＣＩＭモデル）を作ることで，計画

堤防，高水敷，低水路等，現況地形表現が座標を持

つ．これにより，現在ＣＩＭ導入ガイドラインに記

載されている堤防・構造物モデルの調査，設計，施

工，に加えて，計画，維持管理の概念を入れて，河

川管理（マネージメント）の全段階において，ＣＩ

Ｍモデルを活用することを福井ＣＩＭモデルの概念

としている(図-8) ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． ＣＩＭ導入ガイドライン（案）（H29.3）との 

比較 
平成２９年３月にＣＩＭ導入ガイドラインが策定

された．このうち，第３編 河川編にこの福井ＣＩＭ

モデルを当てはめた場合の追加項目を考察した． 
項目内容としては，適応範囲，モデル詳細度，Ｃ

ＩＭの効果的な活用方法，調査（事業計画），設計段

階，ＣＩＭモデルの作成，河道モデルの作成指針，

維持管理，維持管理段階での活用，河道モデルの河

道管理への適用となる． 
 

(1) 適応範囲 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは，調査，設計主体で

の活用を考えており，「河川堤防及び構造物（樋門・

樋管等）を対象に調査・設計段階で堤防・構造物モ

デルを作成すること，作成された堤防・構造物モデ

ルを施工時に活用すること，更には調査・設計・施

工の堤防・構造物モデルを維持管理に活用する際に

は適用すること」が記述されている．河道モデルの

要素を加えるとこれに，計画の要素が加わり「更に

は河川区域全体を対象に調査・計画・設計段階で河

道モデルを作成し，作成された河道モデルを施工及

び維持管理に活用する際に適用する．」という表現を 

加えるＣＩＭモデルの作成の流れとなる(図-9)． 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-9  ＣＩＭモデルの作成の流れ 

 
(2) モデル詳細度 

ＣＩＭモデルをどこまで詳細に作成するかを示す

もので，各々作り手によって，精度（見えるきめ細

かさ）が異ならないように設定するものである．Ｃ

ＩＭ導入ガイドラインでは，以下詳細度の定義がさ

れているが，福井ＣＩＭ モデルでは，具体のメッシ

ュサイズを当てはめて，解り易くした．実際の活用

にあたっては，どの詳細度，メッシュサイズで活用

する目的に合わせて吟味して使用する． 
■詳細度 100（メッシュサイズ 5m 程度） 

対象を記号や線，単純な形状でその位置を示した

モデル．(図-10a) 

■詳細度 200（メッシュサイズ 2m 程度） 

対象の構造形式が分かる程度のモデル．標準横断

で切土・盛土を表現，又は各構造物一般図に示さ

れる標準横断面を対象範囲でスイープさせて作成

する程度の表現(図-10b) ． 

■詳細度 300（メッシュサイズ 0.2m～0.5ｍ程度） 

附帯工等の細部構造，接続部構造を除き，対象の

外形形状を正確に表現したモデル．(図-10c) 

■詳細度 400（メッシュサイズ 0.１m程度） 

詳細度 300 に加えて，附帯工，接続構造などの細

部構造及び配筋も含めて，正確にモデル化する． 

高水敷 

図-8 福井河川国道事務所版 CIM モデルの概念 
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 詳細度 100       詳細度 200     詳細度 300 
     図-10a          図-10b           図-10c  
※詳細度 400 メッシュサイズは 0.１m 程度であるが，

今回，陸上部でこの精度の測量データは取っていな

い． 
 
(3) ＣＩＭの効果的な活用方法 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは河川堤防及び構造物

（樋門・樋管等）の設計段階，施工段階の活用事例

が記述されている．たとえば，調査・設計段階の内

容が主体であるため， 

■活用方法① 設計時の仕上がりイメージ確認 

と記されている． 

 福井ＣＩＭモデルで河道モデルの項目が加わるこ

とで，計画段階における以下の活用方法が加わるこ

とが考えられる． 

■活用方法① 河道計画諸元の確認 

■活用方法② 堤防の状態把握 

■活用方法③ 河道の現状把握 

（みお筋，砂州，瀬淵，河岸侵食，樹木分布等） 

■活用方法④ 流下能力の把握 

■活用方法⑤ 河道の時系列変化把握 

具体的な活用内容は，４．ＣＩＭの効果的な活用

方法で後述する． 

 

(4)調査（事業計画）・設計段階 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは，「3． 調査・設計」

として，河川堤防及び構造物（樋門・樋管等）を対

象にしたモデルを作成し，そのモデルを設計段階，    

施工段階へ活用することを中心に記述されている． 

結果的に，調査，計画，維持管理段階の記述が少

ない．福井ＣＩＭモデルでは「3． 調査・設計」に

計画の要素を加えることで，河道の状態把握，流況

解析，計画立案も行うことができるＣＩＭモデルの

作成指針を追記した． 

具体的には以下の下線部分となる． 

3． 調査・計画・設計 

調査（事業計画）， 計画，設計段階では，前工程

で得られた成果を活用し，河川の状態把握，分析，

計画の成果，河川堤防及び構造物の設計成果として

ＣＩＭモデルを作成する． 

 

(5) ＣＩＭモデルの作成（堤防法線データの付与） 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは河川堤防ＣＩＭモデ

ル作成指針の中で，「堤防線形を表現可能なモデルで

の作成または線形情報を別途モデル化することが望

ましい」とされている． 

福井ＣＩＭ モデルの作成手順をあてはめると，以

下の表現が加わる． 

「現況地形（陸域・水域）の測量データを用いて

作成した地形モデルに，堤防法線の座標データ等の

属性を付与，あるいは堤防法線の線形モデルを関連

付けたモデルを河道モデルとする． 

具体的には，レーザ測量等で得られた点群データ

による地形モデルに対し，堤防法線座標データ等の

属性を付与し LandXML 形式で納品することとする． 

なお，地形モデル作成においては，必要に応じて

ＡＬＢ，音響測深等の測量手法により水域の河床数

値標高が把握できる点群データを適用する．」 

 福井ＣＩＭガイドライン本文で言えば，以下河道

モデルの基本的な考え方の項目が無いため，福井Ｃ

ＩＭモデル作成対象として以下の考え方を追加する． 

作成するＣＩＭモデルは，河川区域全体の水域を

含む現況地形，定規断面の堤防法線を対象とする． 

加えて，河川計画諸元（計画堤防諸元，堤防計画高，

HWL 等）等，設計に関わる基本的な重要条件は明記

するものとする． 

【解説】 

調査，計画段階においては，堤防，低水路，高水

敷の状態把握，状態把握を踏まえた分析，計画を目

的に，ＡＬＢ等による点群データ（地形モデル）と

堤防法線の座標データを組み合わせてＣＩＭモデル

（河道モデル）を作成する． 

  

(6)河道モデルの作成指針（LP 計測におけるフィルタ

リング） 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは，レーザ測量による

点群データからノイズを除去することにより作成し

たオリジナルデータから，建物，植生等を除去（フ

ィルタリング）し作成したグランドデータを地形モ

デルとされている． 

福井ＣＩＭモデルでは，オリジナルデータによる

建物，植生等の数値標高，あるいはオリジナルデー

タとグランドデータの差分から建物，植生等の高さ

として分離して利用する． 

具体的な表記としては，以下となる． 

なお，オリジナルデータによる建物，植生等の数

値標高，あるいはオリジナルデータとグランドデー

タの差分から建物，植生等の高さとして分離し，必

要に応じて利用する． 

 

(7)維持管理（維持管理段階の修正） 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは，維持管理段階のモ

デルとして，測量，地質・土質，調査・設計，施工

の各モデルを統合した維持管理モデルを作成し，維

持管理に活用することが記述されている 

福井ＣＩＭモデルでは，「調査・計画・設計」で作

成した河道モデルに維持管理において必要な情報を

属性として付与することにより，維持管理段階に活

用する． 

よって，福井ＣＩＭガイドラインでは，以下下線

の部分が追加となる． 
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発注者は，工事完了に当たり，設計業務や複数工

事（土堤工事，護岸工事，樋門・樋管工事等）で納

品されたＣＩＭモデルを管理区分（範囲）で統合の

上，共有サーバ等に格納し，維持管理段階で事務所・

出張所職員等が共有・活用できるようにすることが

望ましい． 

また，必要に応じて，維持管理での使用用途に応

じＣＩＭモデルを更新することが望ましい．なお，

設計・施工で作成したＣＩＭモデルについても，災

害対応や施設更新時に必要となることから，あわせ

て保管，共有できるようにすることが望ましい． 
なお，維持管理段階では各河川の距離標で対象位

置を確認している．ＣＩＭモデルを活用する場合で

も，この距離標をＣＩＭモデル上に表現すると共に

属性として付与することが望ましい． 
河道モデルの場合は，地形モデルと堤防法線座標

を組み合わせたモデルであり，計画諸元や堤防法線

座標を基準として各種変状の把握や対応策の検討が

可能であるため，河川管理の各段階で更新された最

新の河道モデルがそのまま維持管理に適用可能であ

る． 
 

(8)維持管理段階での活用 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは，資料検索の効率化，

劣化・損傷原因の究明と対策工選定の適切な判断等，

河川構造物の維持管理に関する活用事例が多い．福

井ＣＩＭガイドラインでは，河道の状態把握（点検，

監視），分析，対策検討に関する活用事例を追加した． 
以下の項目が追加となる． 
【河道の状態把握】 
【堤防の点検（その 1）】 
堤防天端，堤防断面の面的な変状の把握（距離標

間の形状把握） 
【堤防の点検（その 2）】 
堤防法面の面的な変状の把握（距離標間の形状把

握） 
【河岸侵食対策】 
【橋脚等と周辺の洗掘状況把握】 
【流下能力の詳細把握】 

 
(9)河道モデルの河道管理への適用 

ＣＩＭ導入ガイドラインでは河道モデルの河道管

理への適用する表現がないため具体に以下本文を追

加する． 
「河道モデルの河道管理への適用」 
河道モデルは，水域を含めた 3 次元地形モデルと堤

防法線座標を組合せたモデルであり，3 次元地形と河

道計画諸元の位置関係を明確にしているため，河道

管理に適用可能である． 
 
４．ＣＩＭの効果的な活用方法 

 
 ＣＩＭ導入ガイドラインでは，レーザースキャナ

ー，ＡＬＢ，音響測深等によって得た 3 次元地形デ

ータと設計・施工時の 3次元モデルを重ねることで，

課題点の抽出や対応策を講じることが可能となり，

維持管理の高度化に寄与するとされている． 
 例として、以下２つを挙げる． 
例① 堤防の高さが合わない箇所や法面が連続してい． 
ない箇所があることが判明(図-11a) ． 
例②樋門の座標値に誤りがあったため，堤防に対し

て樋門の位置が川側に突出していることが判明． 
(図-11b) 
 
 
 
 
 
 

 
図-11a 堤防不具合       図-11b 樋門不具合 

 
ここに，福井ＣＩＭガイドラインとして，河道モ

デルを加えることにより，任意地点における計画諸

元の確認，定規断面と現況地形との比較，河道の状

態把握や分析，それを踏まえた対応策の検討が可能

となり，新た活用事例を加えることができる．以下，

事例をいくつか示す． 
 

例③【堤防天端，堤防断面の面的な変状の把握（距

離標間の形状把握】 
堤防法線，縦断諸元，堤防断面を 3ＤＣＡＤに反映

し，堤防部の計画を任意な位置で確認する． 
上記に加えてＡＬＢデータに 3ＤＣＡＤと重ね合

わせ，整備状況や堤防断面や堤防高不足箇所の確認

に活用する． 
距離標間の任意の位置において現況河道との重ね

合わせにより，堤防断面や堤防高不足箇所を把握可

能であり，河道計画における堤防整備や重要水防箇

所の選定などへの活用が可能となる(図-12）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図-12 堤防断面の面的な断面不足 
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例④【流下能力の詳細把握】 
通常の河道管理において，流下能力は距離標毎に算

定し，距離標毎（200m 間隔）に治水安全度を評価し

ているが，距離標間を分割した密な断面毎に流下能

力を算定することにより，詳細な流下能力の把握が

できる． 
（例えば 20m 間隔）が可能となり，より実態に近

い流下能力を把握できる(図-13)． 
詳細な治水安全度の把握により見落とし等による

被害が防止され，治水対策の強化，実質的な治水安

全度の向上につながる． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図-13 実態に近い流下能力を把握 

 
例⑤【河道の状態把握】 

河道のみお筋，砂州，瀬淵，を把握し，河道の特

徴を判読するとともに，過去のＬＰ測量データや定

期測量データと比較することにより河道の経年変化

を整理し，局所洗掘や樹木繁茂の進行状況や砂州・

瀬淵等の微地形の変化を把握する． 
3 次元モデルにより，治水上の安全性確保や河川環

境の保全対策立案の効率化，精度向上が期待できる

(図-14)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図-14 河道の状態把握 
 
例⑥【河道の時系列変化把握】 

複数時点のレーザ測量により得られた現況地形を 
重ね合せることにより，経時的な量的変化による 
 
 

樹木の生長速度等を分析し伐採計画を立案するな

ど，維持管理対策に役立てる．(図-15) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-15 経時的な量的変化による樹木の生長速度等の分析 
 
５．おわりに 
 
 ＣＩＭ導入ガイドラインで河川編については，「河

川堤防及び構造物（樋門・樋管等）を対象に調査・

設計段階で堤防・構造物モデルを作成すること，作

成された堤防・構造物モデルを施工時に活用すると

なっており，調査，設計主体での活用が考えられて

いる．今回，福井河川国道事務所版ＣＩＭモデルで

作成した河道モデルをＣＩＭに取り入れることによ

り，計画，維持管理の概念をガイドラインに加え，

河川管理のマネージメントを行う上での汎用性の広

がりや，活用事例を示させていただいた． 

 ただし，これを進めていくには３次元点群データ

の測量での計画的取得が必要で，福井においては，

全管理区間の３次元データ測量採取にはまだ至って

いない．また，これら３次元データからの河道モデ

ルへの変換ソフトも種類が少なく，多種の目的に対

する効率のよい変換ソフトの開発が望まれる． 

ＣＩＭ 導入ガイドラインはここ数年にわたって

提言されたもので，毎年新しい項目が加わってくと

予測される．この福井ＣＩＭガイドラインの事例が

今後，ＣＩＭモデルの活用の発展に役立ち，河川マ

ネージメントの高度化や生産性向上に生かされるこ

とを望むものである． 
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